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不明であるが,陰 極部における皮膜の生成による酸素過電巫の増大によるもの と思われ る.
 第2圃1こ 於ける實線は,金 とテルルの・卜衡電flk齢yl準Nカ ロメル宣極電倖=+0.56V『 として,
表 した ものである.圃 に明かな如 く,P黙(KCN≒0.1%)に 於 て,金 の電位がテ・レルの電位よ
り高 くなる範園が存在する.故 に金粒がテルルと接鰯 して青化液 中に存在し,青 化カ リの濃度
がP黙 以下なる場合は,短 絡電流の方向は金の溶解 を妨げる様に流れる事 になる.
 次 に酸化剤 として1%Na202を 添加 した時の電位差を破線で示す.圃 より明かな事は,
 1)酸 化剤の存在する場合は,青 化カリ溶液の濃度がさらに大 なる鮎から,金 の電位がテル
ルの電位より貴にな る.
 2)金 極に於て,過 酸化ソ'ダ を添加 した場含は添加せざる場合に比 し,各 濃度に於ける電
位はより貴 となる.之 は酸素の増加による分極の減少の爲 と考 えられ る.
 第1表 は以上の實験結果を総括 したのである.
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 金極の表面にアマルガムを施 したものの電位は,水 銀について行われた過去の實瞼結果 と同
じ結果を示 してお る.普 通の電極に於て,電 極物質 より卑なる物質を含有する時は,電 位は大
なる影響を受け,卑 なる物質の量の増加につれ卑なる電llkに近す く.此 の場合に於て も同 じ現
象が認められ る.
              (昭 和24年2月28日 受 理)
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 同 じ様 な化學成分 を有 し乍 ら,ど うして鐵鋼 材料 の性質 に良否 の差異 を生す るか の原 因 に封
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し,近 年問題に成つて居 るのは酸素,水 素及び窒素等のガス成分であつて,此 れに關し種 々論
議研究 されて居 る.此 のガスに關する研究 をせんとす るには,先 づ何 よりも正確な測 定叉は分
析が第一の武器 として必要である.他 の研 究 に際 し窒素分析法が極 めて重要なる爲 に此れの
正確 にして迅速を期する目的を以て,主 研究に先立 ち窒素分析に關する從來の諸研究を調査 し
先に日本學術振興會第19小 委員會が制定せる標準法 を基準として種 々本分析法を槍討 し,實 瞼
結果の一部を取纒 め報告せるものである.從 つて第1撮 では何 ら新 らしい方法 を述べるもので
は無い。
 普通鐵鋼中には約O,OOI～0,01%位 の窒素が諸種なる形の窒化物 として含有 し,共 の主なも
のは鐵窒化物であ り,共 他Cr. V, W, Ti及 びSi等 の窒化物がある.(但 し固溶罷 として
入つて居るものもあ り窒化物 と制然 とせない).Fe2N,Fe■ 耳2等 で示 され る窒化鐵はIIClに 容
易に可溶 でありA1の 窒化物 も叉同様である.之 に反 し其他の窒化物は不溶性淺渣 として残留
す る爲 に残渣中の窒素の定量 も行 う車が必要である.學 振法では此爲 に60%過 盤素酸 と濃硫酸
を以て残渣の分解を行 う事 として居 るが,現 在此瓢に關し種 々論議があるものの様である.鐵
鋼中の窒素分析方法の主なものは,(1)蒸 溜法,(2)燃 焼法,(3)翼 室熔融法等である.
 扱,學 振法は蒸溜法即ちKjehahl法 であつて,共 分析要旨は試料を鞭酸で分解 し窒素を獲
            第1表 各 種 電 氣 銑 の 分 析 一 例
   試料H雛 漂 窒素講 響 馨 翠
   N-1-・ 、15  0・O・38      !
     〃            30         0.0075                              1
     〃            60         0.0086                              1                 
     〃     120    0・0086              1
     〃  ・80 …86     i     〃 1 27・  ・…eo      
l
   N-1-b        60        0.0061        120        0.0049        0.011
    〃           60         0.0065         120        0.0045         0.011
    〃           60        0.0053静       120        0.0065ee       O,012
    〃           60        0.0047ce       120        0.0064ee       O.011
   N-・ 一・1・2・1・ …361・8・'1・ ・…21・ …7
   N-2-・i 6・  ・.・2・  ・2・ ・.・69  ・.・09
    〃 } 6D ・・…9 ・ ・2・ ・…56 ・…8
   Ns ;1 馴 灘 ll9 瀦1[9:躍
   
   
         管:同一試料にて細度異る.
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生機の水素で還元 してアンモニウム臨に攣 じ,次 にNaOHで 蒸溜 して溜出アンモnア を一定
景の規定硫酸に吸牧 ビしめ,過 剰の硫酸を規定苛性ソーダ溶液を用い指示藥 としてア リザ リン
スルフオン酸ナ トリウムを以て滴定し,窒 素を定量するにある.
 (A):HCI分 解による窒素定量法
 先述の如 くFeの 窒化物 としてのNが 分析 し得 る.我 々はIIC1分 解 に於て試料及び其の細
度並びにカi燃分解條件を一定 とし,分 解時岡 と共分析値 との關係を明 らかにし試料の完全なる
分解を期 したのである.試 料は日銑!二業株式會薩提供の電氣銑である.實 験の結果HC[分 解
は一定條件の下に30～60分 の加41分解1こて充分である事が知 られた.即 ち此のHCiに よる第
1次 分解の良否は次の幾渣中の窒素の分析1直に直ちに影響 し,錘 鐵の細織或 は機械的性質 を論
議する場合 には全窒素量は勿論,斯 く第1次,第2次 の窒素即 ち夫等の窒化物の種類に關係有
る重要な問題であると考えられ る.第1表 に分析値の一一例 を示 した.
 (B):IICI不 溶性淺渣中の窒素定量法
 叢では既述の如 くCr, V, W, Ti及 びSi等 の窒化物 としての窒素が分祈 し得 る。我 々は學
振法は種 々の理rliにて準鎌せず, H. Kempf氏 等の研究 にある如 く硫酸加里一硫酸法1こ依 り淺
渣を分解 し此の場合少:馬の硫酸銅を添加 した.(A)の 様に分解完了時闇を定量的に求め,少 く
共21】.以上は加熱分解め必要を認めた.(B)に 就ては現在 も猜,實 験絨行中である.不 溶性残
渣中の窒素定量法 に關 しては未だ研究す可き諸黙があると考 えられる.分 析値の一例は第1表
に示す.
 (C):指 示 藥 に 就 て
 學振法の定めた指示藥アリザ リンスルフオン酸ナトリウムは申和滴定の際,絡 黙の判定が複
雑にして可成 り経験を要す.我 は々研究の結果,8δrellsehの 指示藥を採川 した.然 も先の指
示藥の與える結果 とは殆ん ど差異を認めないのである.猫,Tashiro指 示藥 も試川 したのであ
つて,之 等三者に就てn/iOoH2t:O.i及 びn/100NaOIIの 中和寳馬鍵 行い第2表 の如 き結果を
得た.何 れの場含にもCO2の 影響 には充分に留意する必要がある.
 錨鐵中の窒素分析は他の五元素の分析 と此較すれば一暦棋重 を期 さねばな らぬ.例 えば室實
験値 も第1次0・OOOO4 9以 下,第2次0,000089以 下とされて居 る・從?て 使Jl」する蒸溜7kも
            第2表   各 零重手旨 示 藥 と 中 和 黒占
   糖 幾騰如 藤 撫 藩 ∴ 備 考
   S6rensen      10     10.3   赤 一無 一 線   攣色鮮明終貼最 も明確
   Al鯉s臨 』 ・…  .55黄 一澄一蹴 愛色最も蹴
   TasoiJO       IO     10.4   菓一 一 淡藍  }甫々 鮮 明
  Phenolphthalene   10     10.9   無一 一 淡紅  終鮎不正確
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精 製 し試 藥類 等 も分析用最 高純 度鼠が必要で あ り,又 研 究室の察氣汚染 もNH3, NO2等 は特
に注意 せな ければ な らぬ.斯 か る意 味の豫備 實験 の言掌報は省略 し,他 の機會 にゆす り度 い と思
う.
 最後 に實験 に際 し絡始熱 心 に助力 された富 田昭津君 に感1諺ゆ 意 を表 す る次 第であ る.
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  宗宮:同 上,第26年,882～92(12)
  H.Kempf;Archiv ftic das EiscnhUtten"resen 1939～10,1940～41
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